
神
道
教
派
の
境
界
線
形
成
と
二
種
類
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
関
与

井

}IJ買

孝

上

『宗教研究j92巻 2輯 (2018年)

〈
論
文
婆
旨
〉
教
派
神
道
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
神
道
の
組
織
形
態
が
形
成
さ
れ
た
直
接
的
契
機
は
、
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
に
求
め
ら
れ
る
が
、

個
々
の
教
派
の
形
成
は
、
当
時
日
本
宗
教
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
観
念
思
想
、
儀
礼
や
実
践
形
態
、
そ
し
て
組
織
形
態
な
ど
を
継

承
し
つ
つ
な
さ
れ
た
。

教
派
神
道
の
組
織
形
態
は
大
き
く
は
高
杯
型
と
樹
木
却
に
分
け
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
と
り
わ
け
高
杯
型
の
組
織
の
あ
り
方
に
注
目
す
る
。
こ
の
型

の
組
織
に
お
け
る
境
界
線
に
つ
い
て
、
教
派
の
指
導
者
層
の
場
合
を
想
定
し
て
、
脳
認
知
系
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
組
織
の
ウ
チ
と
ソ
ト
を
分
け

る
際
の
遺
伝
的
及
び
文
化
的
に
継
承
さ
れ
た
認
知
の
作
用
を
分
析
し
て
い
く
。
文
化
的
継
承
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て
は
、
神
道
か
仏
教
か
、
日

本
固
有
の
教
え
か
そ
う
で
な
い
か
、
文
明
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
宗
教
か
淫
洞
邪
教
か
と
い
っ
た
認
知
フ
レ
ー
ム
が
作
動
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、

仲
間
で
結
束
す
る
と
き
の
遺
伝
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
無
意
識
的
な
認
知
プ
ロ
セ
ス
も
作
動
し
た
と
考
え
る
。
二

O
世
紀
末
よ
り
脳
認
知
系
の
諸
研

究
は
人
文
系
の
研
究
に
も
及
ん
で
い
る
が
、
そ
う
し
た
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
高
杯
型
の
組
織
に
焦
点
を
当
て
、
融
合
や
排
除
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

つ
い
て
分
析
す
る
。

八
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
教
派
神
道
、
神
道
卜
三
一
点
、
高
杯
型
、

二
重
過
程
理
論
、
ミ
|
ム
複
合
体

は
じ
め
に

教
派
神
道
の
形
成
に
維
新
政
府
の
宗
教
行
政
が
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
経
緯
に
関
し
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て

(225) 

お
り
、
そ
の
大
枠
に
つ
い
て
新
し
い
見
解
を
つ
け
加
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
本
稿
の
議
論
の
た
め
に
は
、

ほ
ぼ
通
説

3 



と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
う
ち
、

い
く
つ
か
は
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
節
で
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
る
。

4 

ま
た
神
道
教
派
と
教
派
神
道
と
い
う
こ
つ
の
用
語
の
使
い
わ
け
に
つ
い
て
も
予
め
述
べ
て
お
く
。
維
新
政
府
の
宗
教
政
策
に
よ
っ

(226) 

て、

一
O
年
に
も
満
た
な
い
聞
に
神
道
教
派
と
い
う
行
政
上
の
新
し
い
区
分
が
設
け
ら
れ
た
。
明
治
一

0
年
代
に
は
、

神
道
教
派
が
教

派
ご
と
に
活
動
を
し
て
い
く
と
い
う
体
制
が
お
お
よ
そ
固
ま
る
が
、

一
九

O
八
年
の
天
理
教
の
一
派
独
立
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
点
で
公

認
さ
れ
た
神
道
教
派
の
数
は
十
三
と
な
り
、

以
後
敗
戦
時
ま
で
こ
の
数
で
定
着
す
る
。
神
道
十
三
派
と
い
う
表
現
は
、

」
の
経
緯
に
求

め
ら
れ
る
。
神
道
十
一
二
派
は
、

出
雲
大
社
教
、
御
語
教
、

黒
住
教
、
金
光
教
、
賓
行
教
、

神
道
大
教
、

神
道
修

神
習
教
、

現
在
名
で
、

成
派
、
神
道
大
成
教
、
神
理
教
、
天
理
教
、
扶
桑
教
、
膜
教
を
指
す
。

他
方
、
教
派
神
道
と
い
う
概
念
は
、
神
道
十
三
派
と
は
少
し
ず
れ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
神
宮
教
は
一
八
八
二
年
に
一
派
と
な
っ

一
八
九
九
年
に
神
宮
奉
斎
会
と
し
て
財
団
法
人
に
な
っ
た
の
で
、
通
常
十
三
派
に
は
含
め
な
い
が
、

(1) 

べ
き
性
格
は
有
し
て
い
る
。
戦
前
に
軌
道
修
正
を
重
ね
た
宗
教
政
策
は
、

教
派
神
道
と
し
て
議
論
す

:、言、

ナ
人
，
刀

一
九
四

O
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
宗
教
団
体
法
に
お

い
て
、
よ
う
や
く
一
応
の
収
束
に
至
っ
た
と
み
な
せ
る
。
同
法
第
一
条
に
お
い
て
、
宗
教
団
体
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、
神
道
教
派
、
仏

教
宗
派
、
基
督
教
其
の
他
の
教
団
で
あ
っ
た
。
十
三
派
は
こ
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
戦
後
の
一
九
間
五
年
に
施
行
さ
れ
た
宗
教
法
人
令
、
五
一
年
に
施
行
さ
れ
た
宗
教
法
人
法
に
お
い
て
、
宗
教
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
戦
前
と
は
異
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。
神
社
神
道
、
十
三
派
、
仏
教
宗
派
、
キ
リ
ス
ト
教
、
そ
の
他
の
教
団
が
宗
教
法
人
と
し
て
数

多
く
認
証
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
至
る
と
、

神
道
教
派
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
法
的
に
は
特
別
な
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
た
。

た
だ
し
「
宗
教
年
鑑
』
に
お
い
て
は
教
派
神
道
系
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
戦
後
も
用
い
ら
れ
、
平
成
二
十
八
年
度
版
で
は
六
九
の
法
人

(2) 

が
含
ま
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
十
三
派
の
他
、
そ
こ
か
ら
独
立
し
た
教
固
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

戦
前
か
ら
あ
っ
た
教
派
神
道
連
合
会
は
、
若
干
の
団
体
が
離
脱
あ
る
い
は
加
入
し
つ
つ
、
現
在
に
至
る
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
教
派

神
道
連
合
会
は
一
八
九
五
年
に
設
立
さ
れ
た
神
道
同
志
会
を
前
身
と
し
、
そ
の
後
名
称
を
何
度
か
変
更
し
、

連
合
会
と
い
う
現
在
名
に
な
っ
た
。
二

O
一
七
年
末
の
時
点
で
、
所
属
教
団
は
、
出
雲
大
社
教
、
大
本
、
御
巌
教
、
黒
住
教
、
金
光
教
、

一
九
三
四
年
に
教
派
神
道

賀
行
教
、
神
習
教
、
神
道
大
教
、
神
道
修
成
派
、
神
理
教
、
扶
桑
教
、
親
教
の
一
一
一
教
団
で
あ
る
。
戦
前
の
十
三
派
か
ら
一
九
七

O
年

に
天
理
教
、

一
九
七
六
年
に
神
道
大
成
教
が
退
会
し
た
。
他
方
大
本
が
一
九
五
六
年
に
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
神
習
教
は
一
九
五
九
年

に
退
会
し
た
が
、
九
四
年
に
復
帰
し
た
。

教
派
神
道
と
神
道
教
派
の
内
容
面
で
の
ず
れ
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
が
、
神
道
教
派
が
戦
前
の
宗
教
行
政
に
基
づ
く
括
り
で
あ
り
、

教
派
神
道
は
そ
れ
を
足
場
に
し
な
が
ら
も
、
幾
分
の
揺
れ
幅
を
も
っ
た
括
り
で
あ
る
こ
と
は
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

神
道
教
派
の
形
成
を
も
た
ら
し
た
維
新
政
府
の
宗
教
政
策

維
新
直
後
の
神
仏
分
離
か
ら
、
神
社
と
教
派
の
区
分
が
形
式
上
ほ
ほ
整
え
ら
れ
た
明
治
一

0
年
代
に
至
る
宗
教
行
政
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
ア
ク
タ
ー
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
ベ
ク
ト
ル
が
相
互
に
影
響
し
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
戦
前
か
ら
数
多
く
蓄
積
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ
は
、
神
道
教
派
と
い
う
形
態
が
生
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

ア
ク
タ
ー
聞
に
い
く
つ

か
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
対
立
は
宗
教
行
政
が
短
期
間
に
相
次
い
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
も
影
響
を
与
え
た
。

対
立
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
。
初
期
の
宗
教
行
政
を
主
導
し
よ
う
と
し
た
国
学
者
や
神
職
た
ち
の
方
針
に
は
仏
教
界
か
ら
の
強
い
反
発

も
あ
っ
て
、
し
だ
い
に
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
明
治
維
新
に
思
想
的
影
響
を
も
っ
た
国
学
者
の
う
ち
、
平
田
派
と
大
国
派
(
津
和

(227) 

や
が
て
平
田
派
は
劣
勢
と
な
っ
た
。
神
社
界
内
部
で
も
伊
勢
派
と
出
雲
派
の
対
立
が
あ

5 

野
派
)
に
は
目
指
す
と
こ
ろ
に
違
い
が
あ
り
、



り
、
祭
神
論
争
も
こ
れ
に
由
来
す
る
。
さ
ら
に
対
立
す
る
ア
ク
タ
ー
と
い
う
視
点
と
は
別
に
、
宗
教
行
政
に
は
旧
武
士
階
級
の
エ
リ
ー

6 

ト
層
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
彼
ら
の
価
値
観
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
儒
教
的
な
理
念
も
、

音日

(228) 

の
教
派
神
道
の
理
念
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
ア
ク
タ
ー
が
介
在
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
複
雑
な
ベ
ク
ト
ル
が
、
教
派
神
道
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に

(4) 

で
述
べ
た
。
そ
の
後
、
教
派
神
道
の
形
成
を
考
え
る
上
で
参
照
す
べ
き

関
わ
っ
た
か
の
概
要
に
つ
い
て
は
拙
著
『
教
派
神
道
の
形
成
」

研
究
も
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
稿
の
議
論
に
関
わ
っ
て
く
る
点
を
い
く
つ
か
手
短
に
確
認
し
て
お
く
。

大
政
奉
還
の
翌
慶
応
凹
(
一
八
六
八
)
年
三
月
二
二
日
(
以
下
太
陽
暦
へ
の
改
暦
以
前
の
月
日
は
和
暦
に
よ
る
)
に
出
さ
れ
た
太
政
官
布
告

で
、
祭
政

致
の
制
度
が
打
ち
出
さ
れ
、
神
祇
官
が
再
興
さ
れ
た
。
こ
の
布
告
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
吉
田
・
白
川
両
家
に
よ
る
神
職

支
配
体
制
は
終
駕
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
直
後
の
三
月
二
八
日
に
神
瓶
事
務
局
布
達
一
六
五
号
が
出
さ
れ
た
。
「
神
社
ニ
於

テ
僧
形
ニ
テ
別
当
或
ハ
社
僧
杯
ト
相
唱
へ
候
輩
」
の
復
飾
、

つ
ま
り
還
俗
が
命
じ
ら
れ
た
。
同
月
に
は
さ
ら
に
太
政
官
布
達
第
一
九
六

号
で
「
仏
像
ヲ
以
テ
神
体
ト
致
候
神
社
ハ
以
来
相
改
可
申
候
事
」
な
ど
を
命
じ
た
。
神
社
か
ら
仏
像
、
仏
具
な
ど
を
撤
去
せ
よ
と
い
う

方
針
で
あ
る
。
こ
う
し
て
神
へ
の
信
仰
と
仏
へ
の
信
仰
を
明
確
に
分
け
よ
う
と
す
る
神
仏
判
然
(
神
仏
分
離
)
が
瞬
く
聞
に
進
行
し
た
。

九
月
八
日
に
は
詔
に
よ
り
明
治
と
改
元
さ
れ
、

一
世
一
元
の
制
が
始
ま
っ
た
。
元
号
は
天
皇
の
在
位
中
は
変
え
な
い
と
す
る
も
の
で
、

中
国
に
は
先
例
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
新
し
い
制
度
で
あ
っ
た
。

一
年
設
の
明
治
三
年
正
月
一
一
一
日
に
大
教
宣
布
の
詔
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
詔
に
は
「
祭
政
一
致
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
「
惟
神
之
大

道
」
を
宣
揚
す
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
大
教
宣
布
の
目
的
の
た
め
に
す
で
に
前
年
七
月
に
宣
教
使
と
い
う
制
度
が
発
足
し
て

い
た
。
宣
教
鑓
に
は
国
学
者
や
神
職
な
ど
が
任
じ
ら
れ
た
。
宣
教
使
心
得
書
の
内
容
を
み
る
と
、
倫
理
道
徳
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
の

他
、
呪
術
的
行
為
を
禁
じ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
説
諭
ノ
際
牽
強
前
会
荒
唐
戯
諜
ノ
語
言
ヲ
発
シ
世
ヲ
惑
ハ
シ
人
ヲ
認

フ
ル
等
ノ
談
説
厳
ニ
禁
止
ス
ヘ
キ
事
」
と
い
う
内
容
の
条
項
や
、
「
希
望
ノ
者
有
之
候
共
禁
厭
祈
祷
之
犠
一
切
停
止
之
事
」
と
い
う
内

容
の
条
項
が
あ
る
。

明
治
四
年
五
月
一
四
日
に
太
政
官
よ
り
出
さ
れ
た
布
告
第
二
三
四
号
で
、
「
神
社
ノ
儀
ハ
国
家
ノ
宗
杷
ニ
テ
一
人
一
家
ノ
私
有
ニ
ス

ヘ
キ
ニ
非
サ
ル
」
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
主
た
る
神
社
は
国
家
の
管
理
と
な
っ
た
。
翌
明
治
五
年
三
月
一
四
日
に
は
教
部
省

が
置
か
れ
、
神
道
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
全
般
に
わ
た
る
行
政
が
画
策
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
民
教
化
と
い
う
目
的
に
と
っ
て
、
効

果
の
乏
し
か
っ
た
宣
教
使
の
制
度
は
廃
止
と
な
り
、
代
わ
り
に
教
導
職
の
制
度
が
始
ま
っ
た
。
神
仏
分
離
を
推
進
し
な
が
ら
神
仏
合
同

布
教
策
に
転
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
教
導
職
で
な
け
れ
ば
布
教
活
動
も
で
き
な
い
仕
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
も
当
時
萌
芽
状
態
に
あ
っ

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

た
新
興
の
宗
教
運
動
の
展
開
に
影
響
を
与
え
た
。

教
導
職
の
活
動
は
同
年
四
月
に
出
さ
れ
た
三
条
教
則
(
教
憲
)
に
沿
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
一
、
敬
神

愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事
、
二
、
天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
キ
事
、

三
、
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
ス
ヘ
キ
事
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た
。
わ
ず
か
三
条
で
あ
る
が
、
「
敬
神
愛
国
ノ
旨
」
、
「
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
」
は
、
後
に
も
触
れ
る
が
、
明
治
政
府
が
考
え
て

い
た
許
さ
れ
る
宗
教
活
動
の
境
界
線
を
示
す
も
の
と
し
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
教
部
省
設
置
の
翌
月
、
神
仏
合
同
布
教
を
推
進

す
る
た
め
の
象
徴
的
機
関
で
あ
っ
た
と
一
吉

旧
暦
に
基
づ
く
月
日
は
明
治
五
年
二
一
月
二
日
を
も
っ
て
終
わ
り
と
な
り
、
翌
日
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
よ
る
一
八
七
一
一
一
(
明
治
大
)
年

(5) 

元
旦
と
な
っ
た
。
そ
の
七
三
年
二
月
に
は
、
「
切
支
丹
宗
禁
制
」
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
、
事
実
上
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
公
認
と
な
っ

(229) 

で
行
わ
れ
て
き
た
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
(
太
陽
暦
)
に
移
行
す
る
は
ず

7 

た
。
民
間
の
行
事
は
長
く
旧
暦
(
太
陰
太
陽
麿
)



も
な
く
、
併
用
さ
れ
混
在
し
た
。
改
一
麿
以
外
に
も
、
そ
の
後
の
宗
教
習
俗
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
布
告
等
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
も
注

8 

意
し
て
お
き
た
い
。

一
月
西
日
に
は
太
政
官
布
告
で
五
節
が
廃
止
さ
れ
、
神
武
天
皐
即
位
日
と
天
長
節
が
祝
日
と
な
っ
た
。

(230) 

月

五

日
に
は
教
部
省
達
で
「
梓
亙
市
子
並
態
析
鵡
狐
下
ケ
等
の
所
業
」
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
数
年
の
聞
に
、
日
本
宗
教

史
に
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
す
施
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
常
の
宗
教
的
習
俗
に
も
わ
た
っ
て
い
て
、
旧
来

の
時
間
に
関
す
る
観
念
に
も
新
し
い
フ
レ
ー
ム
が
出
現
し
た
。

教
導
職
を
主
導
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
教
部
省
で
あ
る
が
、

一
八
七
五
年
五
月
の
大
教
院
の
解
体
に
続
い
て
、
七
七
年
一
月
一
一
日
に

は
教
部
省
自
体
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
実
質
五
年
弱
し
か
存
続
し
・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
神
道
教
派
と
い
う
新
し
い

宗
教
行
政
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
生
じ
、
黒
住
教
と
神
道
修
成
派
が
一
派
特
立
し
た
。
神
道
と
仏
教
は
明
確
に
灰
一
分
さ
れ
、
援
昧
な
存
在

の
修
験
道
は
麗
止
さ
れ
、
民
間
の
呪
術
的
な
行
為
も
禁
止
さ
れ
た
。
山
伏
・
陰
陽
師
の
廃
止
は
、
神
道
と
仏
教
の
境
界
線
を
暖
昧
に
す

る
も
の
の
排
除
と
、
宗
教
か
ら
呪
術
的
要
素
を
削
い
で
い
く
こ
と
の
二
つ
の
目
的
を
含
ん
で
い
た
。
宣
教
使
と
教
導
識
の
制
度
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
に
対
す
る
防
御
策
の
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
た
が
、
教
部
省
が
設
置
さ
れ
た
翌
年
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
も
事

実
上
認
め
ら
れ
た
。

教
派
神
道
の
形
成
は
明
治
政
府
の
政
策
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
宗
教
史
の
流
れ
を
中
心
に
み
る
と
、
そ
う
し
た

組
織
の
出
現
を
用
意
す
る
も
の
が
幕
末
に
は
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
た
。

一
八
一

0
年
代
に
教
祖
黒
住
宗
忠
の
講
釈
活
動
が
は
じ
ま
っ

て
い
た
黒
住
教
は
、

維
新
直
前
に
は
岡
山
を
中
心
に
北
九
州
か
ら
近
畿
地
方
に
ま
で
信
者
が
広
が
つ

門
弟
た
ち
の
布
教
活
動
に
よ
り
、

て
い
た
。
模
教
は
嘉
、
氷
二
(
一
八
四
九
)
年
に
教
祖
井
上
正
銭
が
配
流
先
の
三
宅
島
で
死
去
し
た
が
、
本
庄
宗
秀
、
二
一
浦
知
善
、
村
越

正
久
、
坂
田
銭
安
ら
主
だ
っ
た
弟
子
(
直
門
)

の
各
地
で
の
活
動
に
よ
り
、
維
新
前
後
に
信
者
組
織
が
複
数
で
き
、
武
士
階
級
へ
も
広

(6) 

ま
っ
て
い
た
。
天
理
教
は
一
八
六

0
年
代
半
ば
か
ら
布
教
が
本
格
化
し
て
お
り
、
ま
さ
に
維
新
直
前
の
一
八
六
七
年
に
中
山
家
は
吉
田

神
祇
官
領
か
ら
天
輪
王
明
神
を
記
る
許
可
を
得
て
い
た
。
金
光
教
は
教
祖
金
光
大
神
が
一
九
五
九
年
に
「
立
教
神
伝
」
と
言
わ
れ
る
神

の
意
を
受
け
て
布
教
に
専
念
し
、
出
社
と
呼
ば
れ
る
直
弟
子
た
ち
の
布
教
が
始
ま
っ
て
い
た
。
元
治
元
二
人
六
四
)
年
に
金
光
大
神

は
白
川
家
か
ら
神
拝
式
許
状
を
得
、
慶
応
三
(
一
八
六
七
)
年
に
は
布
教
を
公
認
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
期
に
は
、
新
し
い
運
動
の
芽

生
え
が
各
地
に
み
ら
れ
た
。

江
戸
中
期
か
ら
さ
か
ん
に
な
っ
た
山
岳
信
仰
も
、
講
が
各
地
に
で
き
て
い
た
。
こ
の
う
ち
御
巌
信
仰
と
富
士
信
仰
系
統
の
山
岳
講

は
、
御
巌
教
、
扶
桑
教
、
実
行
教
と
い
う
教
派
の
組
織
化
に
複
雑
な
形
で
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
御
山
獄
信
仰
系
列
の
講
が
す
べ
て
御

巌
教
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
富
士
信
仰
系
の
講
は
多
く
扶
桑
教
と
実
行
教
の
二
つ
の
教
派
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
す

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

べ
て
が
そ
う
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
神
道
修
成
派
に
は
御
語
講
が
占
め
る
割
合
が
高
い
が
、
そ
こ
で
は
神
仏
分
離
に
対
応
し
た
活
動

を
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
体
制
へ
適
応
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
「
修
理
由
成
光
華
明
彩
」
と
唱
え
参
拝
す
る
な
ど
、
神
道

(7) 

修
成
派
の
教
義
に
沿
う
よ
う
な
実
践
方
法
を
考
え
た
り
し
た
。

近
代
化
は
、
政
治
変
革
だ
け
で
な
く
、
経
済
、
文
化
、
教
育
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
変
革
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
宗
教
組
織

も
、
そ
の
す
べ
て
の
側
面
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
変
革
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
江
戸
期
に
大
衆
化
し
て
い
た
山
岳
信

仰
に
お
い
て
は
、
神
仏
へ
の
崇
敬
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
、
山
岳
信
仰
の
要
素
が
強
い
高
杯
型
(
説
明
は
後
述
)
の
教

派
に
お
い
て
は
、
実
捺
の
活
動
に
お
い
て
、
神
仏
習
合
的
な
要
素
を
取
り
除
く
の
は
無
理
な
話
で
あ
っ
た
。
仮
に
教
派
と
し
て
は
、
建

前
上
、
政
府
の
宗
教
政
策
に
沿
う
よ
う
に
努
め
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
地
方
の
小
さ
な
支
部
的
組
織
に
お
い
て
は
、
民
間
信

(231) 

仰
に
基
づ
く
儀
礼
・
実
践
が
継
続
し
た
の
で
、
神
仏
習
合
的
様
相
や
政
府
が
排
除
し
よ
う
と
し
た
呪
術
的
側
面
も
含
ま
れ
て
い
た
。

9 



高
坪
型
の
教
派
の
境
界
線

10 

ニ
派
の
組
織
原
理
に
注
目
す
る
と
、
教
派
神
道
は
樹
木
型
と
高
杯
型
に
分
け
ら
れ
る
。

二
派
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
教
え
や
活
動

(232) 

内
容
、
組
織
形
態
な
ど
に
お
け
る
違
い
に
つ
い
て
は
、
戦
前
の
研
究
に
お
い
て
も
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
中
山
慶
一
は
山
獄
宗

教
、
村
落
宗
教
、
其
他
の
諸
教
派
の
三
類
型
を
提
起
し
て
い
厄
。
鶴
藤
幾
太
は
十
三
派
を
区
分
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
し
た
上
で
、

「
教
団
組
織
の
純
不
純
に
依
る
分
類
」
、
「
表
面
の
形
の
上
か
ら
の
分
類
」
、
「
思
想
の
独
創
性
・
伝
統
性
で
分
け
た
も
の
」
、
「
教
祖
の
宗

(
9
)
 

教
体
験
を
基
準
に
分
け
た
も
の
」
と
い
う
四
つ
の
分
類
原
理
を
提
起
し
た
。

樹
木
型
と
高
坪
型
と
い
う
一
一
分
法
は
こ
れ
ら
に
比
べ
て
単
純
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
組
織
原
理
に
よ
っ
て
分
類
し
た
か
ら
で

あ
る
。
樹
木
型
の
典
型
は
黒
住
教
、
天
理
教
、
金
光
教
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
今
日
神
道
系
新
宗
教
と
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

方

高
杯
聖
の
典
型
は
神
道
大
教
、
神
道
大
成
教
、
神
習
教
、
神
道
修
成
派
で
あ
る
。
樹
木
型
の
教
派
で
は
、
創
始
者
の
教
え
と
実
践
に
関

す
る
情
報
が
支
部
の
佃
組
織
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
枝
分
か
れ
し
て
組
織
が
拡
大
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
の
で
樹
木
型
と
名
付
け
た
。

樹
木
型
の
組
織
で
は
境
界
線
は
明
確
で
あ
る
。
教
祖
の
教
え
を
中
核
と
し
、
細
胞
分
裂
の
よ
う
に
組
織
が
広
が
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
中
核
的
な
情
報
は
ほ
ぼ
共
有
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
高
坪
型
に
区
分
さ
れ
る
教
派
は
、
ゆ
る
や
か
な
連
合
体
を
成
す
組
織
で
あ
る
。
異
な
っ
た
性
格
の
組
織
も
一
つ
の
教
派

と
し
て
形
式
上
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
高
坪
型
と
名
付
け
た
。
高
杯
型
の
数
派
で
は
す
べ
て
の
支
部
組
織
が
創
始
者
に
よ
っ
て
示
さ

れ
た
教
え
と
実
践
に
関
す
る
情
報
を
中
核
的
な
も
の
と
し
て
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
信
仰
実
践
の
場
面
に
お
い
て
は
、
教
派

全
体
と
し
て
統
一
性
に
欠
け
る
。
教
派
に
属
す
る
小
さ
な
教
会
の
創
始
者
が
、
そ
の
教
会
の
信
者
た
ち
に
と
っ
て
は
教
祖
の
よ
う
に
み

な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
儀
礼
も
独
自
の
も
の
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
教
会
の
集
合
体
が
、
な
ぜ
一
つ

の
教
派
と
し
て
機
能
し
た
の
か
、
そ
し
て
現
在
で
も
そ
の
よ
う
な
形
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
明
治
政
府
の
宗

教
行
政
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
枠
組
み
へ
の
便
宜
的
対
応
と
い
う
だ
け
で
は
十
分
な
説
明
に
は
な
ら
な
い
。

高
杯
型
の
教
派
の
場
合
も
、
中
核
に
は
程
度
の
差
は
あ
れ
、
創
始
者
の
教
え
と
実
践
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
す
る
部
分
が
存
在
す

る
の
で
、
実
際
は
か
な
り
複
雑
な
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
神
理
教
、
模
教
、
御
山
獄
教
、
実
行
教
、
扶
桑
教
な
ど
は
、
典
型
的
高
坪
型
と

は
言
い
難
い
面
も
あ
り
、

二
重
構
造
を
な
し
て
い
る
。
神
理
教
は
佐
野
経
彦
の
教
え
に
共
鳴
し
た
弟
子
が
設
立
し
た
教
会
が
あ
る
し
、

棋
教
は
門
中
が
中
心
に
な
っ
て
多
く
の
教
会
を
ま
と
め
た
。
な
お
、
神
道
修
成
派
も
若
干
で
あ
る
が
、
教
派
結
成
以
前
に
新
田
邦
光
の

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

門
人
的
な
人
物
が
存
在
し
た
。
神
習
教
に
も
幕
末
か
ら
の
門
人
た
ち
の
存
在
が
あ
る
。
出
雲
大
社
教
に
は
江
戸
期
か
ら
の
出
雲
講
の
存

(
凶
)

在
が
多
少
関
わ
っ
て
い
る
。
御
山
獄
教
、
実
行
教
、
扶
桑
教
は
山
岳
信
仰
の
講
が
中
核
に
あ
っ
た
。
他
方
、
神
道
大
教
や
神
道
大
成
教
の

よ
う
に
、
ま
さ
に
種
々
の
教
会
の
集
ま
り
と
い
う
に
近
い
教
派
も
あ
る
。
神
道
大
教
は
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
、
性
格
の
異
な
る
総

織
の
寄
り
集
ま
り
と
、
な
る
こ
と
は
避
け
が
た
か
っ
た
し
、
神
道
大
成
教
の
平
山
省
斎
は
、
も
と
も
と
国
民
教
化
の
た
め
に
各
種
の
教
会

(
日
)

を
集
め
る
と
い
う
方
針
を
抱
い
て
い
た
。

ウ
チ
と
ソ
ト
を
分
け
る
認
知
フ
レ
ー
ム

教
派
神
道
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
明
治
期
の
宗
教
行
政
に
は
、
複
数
の
ア
ク
タ
ー
が
介
在
し
、
そ
れ
ら
に
は
譲
雑
な
相
互
関
係
が

(233) 

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
に
形
成
さ
れ
た
各
教
派
の
指
導
者
た
ち
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
組
織
の
ウ
チ
と
ソ
ト
を
分
け
る
境
界
棋
が
あ
る
程

11 

度
認
知
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
境
界
親
は
単
一
の
原
理
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
語
数
の
原
理
が
関
与
し
て
か
な
り
入
り



総
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
官
同
杯
型
の
教
派
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
各
教
派
の
ウ
チ
と
ソ
ト
を

12 

分
け
る
境
界
線
に
つ
い
て
、
組
織
化
に
関
わ
っ
た
人
々
の
認
知
レ
ベ
ル
に
は
ど
の
よ
う
な
区
分
原
理
が
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ

(234) 

ろ
う
か
。
樹
木
型
の
場
合
は
創
始
者
た
る
教
祖
の
世
界
観
や
行
動
原
理
に
沿
っ
た
も
の
か
ど
う
か
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
灰
一
分
原
理
と

し
て
、
教
団
の
幹
部
に
も
信
者
に
も
認
知
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
樹
木
型
の
よ
う
な
タ
イ
プ
は
、
宗
教
の
組
織
原
理
と
し
て
は
多

数
派
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
高
杯
型
の
方
は
近
代
日
本
の
社
会
環
境
、
文
化
環
境
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
生
ま
れ
た

特
般
的
な
タ
イ
プ
と
み
な
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
代
日
本
に
お
い
て
、
新
し
い
宗
教
の
形
成
の
際
に
作
用
し
た
外
的
環
境
、
内
的
環
境

と
の
関
係
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
口
同
杯
型
の
教
派
の
場
合
に
は
、
先
に
概
略
を
示
し
た
そ
の
形
成
過
程
の
社
会
環
境
か
ら
し
て
、
創
始
者
の
世
界
観
な
ど
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
文
化
的
に
好
ま
し
い
と
い
う
当
時
の
為
政
者
側
か
ら
の
価
値
判
断
に
沿
う
も
の
が
ウ
チ
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
う
で
な
い

も
の
が
ソ
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
杯
型
の
教
派
は
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
に
よ
り
沿
う
形
で
新
た
に

形
成
さ
れ
た
教
派
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
高
杯
型
の
教
派
の
境
界
線
に
何
が
作
用
し

た
の
か
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
基
準
の
介
在
を
見
て
と
れ
る
。

(1) 
日
本
の
国
柄
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
と
い
っ
た
基
準
。
維
新
直
後
に
神
仏
判
然
(
分
離
)
が
推
進
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
教

部
省
時
代
に
は
神
仏
合
問
布
教
の
政
策
に
転
じ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
政
府
が
進
め
る
国
民
教
化
の
枠
内
に
は
神
道
の
み
な
ら
ず
仏
教

も
含
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
天
皇
崇
敬
と
い
う
要
素
も
こ
の
基
準
の
中
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
区
分
原
理
に
お
い
て
ソ
ト

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
八
七
三
年
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
公
認
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の

広
が
り
を
阻
止
す
る
た
め
、
葬
儀
に
関
す
る
法
律
な
ど
を
見
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
式
の
葬
儀
を
や
り
に
く
く
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
あ

っ
た
。
幕
末
に
国
学
者
の
大
国
隆
正
が
用
い
た
国
体
と
い
う
観
念
は
、

こ
の
観
点
か
ら
の
境
界
線
の
ウ
チ
に
置
か
れ
た
も
の
を
特
徴
づ

け
る
上
で
の
キ
イ
ワ
l
ド
と
な
る
。

(
2
)
 
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
で
は
神
道
が
優
位
に
置
か
れ
た
。
江
戸
時
代
の
寺
社
奉
行
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

明
治
初
期
に
杜

寺
掛
が
置
か
れ
た
の
は
、

そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
神
道
と
仏
教
と
い
う
境
界
線
に
お
い
て
、

神
社
神
道
と
神
道
教
派
は
神

道
の
ウ
チ
で
あ
り
、
仏
教
は
ソ
ト
に
位
置
す
る
。
神
仏
判
然
は
境
界
親
を
明
確
に
す
る
機
能
を
果
た
し
た
。
こ
こ
で
修
験
道
は
境
界
線

(
日
)

上
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
修
験
宗
が
明
治
初
期
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、
境
界
線
の
暖
昧
さ
を
解
消
す
る
作
業
で
も
あ
っ
た
。

」
の
観
点
か
ら
の
境
界
線
の
ウ
チ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
神
社
神
道
や
神
道
系
の
教
団
の
一
部
を
特
徴
ぞ
つ
け
る
キ
イ
ワ

l
ド
と
し
て
は
、

惟
神

(
か
ん
な
が
ら
)

の
思
想
が
適
切
で
あ
る
。

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

(
3
)
 
明
治
期
に
は
文
明
開
化
が
重
要
な
キ
イ
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
こ
の
観
念
は
宗
教
に
も
及
、
び
、

日
本
の
宗
教
が
丈
明
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
宗
教
か
そ
う
で
な
い
か
も
、
宗
教
行
政
を
担
う
人
々
に
は
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
欧
の
教
育
制
度
を
導
入
し
明
治

(
凶
)

五
年
八
月
二
日
に
は
太
政
官
布
告
で
学
制
が
定
め
ら
れ
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
制
度
が
構
想
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
に
宗
教
の
布

教
に
呪
術
的
要
素
が
強
い
も
の
へ
の
警
戒
も
生
ま
れ
る
。
神
道
教
派
、

仏
教
宗
派
に
管
長
制
度
が
導
入
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
派
や
宗

派
の
管
轄
を
管
長
に
ゆ
だ
ね
た
と
い
う
こ
と
は
、
呪
術
的
な
教
団
、
淫
嗣
邪
教
視
さ
れ
る
よ
う
な
要
素
を
排
臨
休
し
て
い
く
こ
と
も
意
図

(
日
)

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
基
準
に
関
す
る
限
り
キ
リ
ス
ト
教
系
の
団
体
も
ウ
チ
側
に
位
置
す
る
。
迷
信
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
要
素
、
呪
術

的
な
行
為
は
ソ
ト
に
な
る
。
文
明
開
化
は
近
代
化
の
過
程
で
社
会
全
体
を
覆
っ
た
観
念
で
あ
り
、
宗
教
界
も
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
た
。

(235) 

文
明
開
化
に
沿
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
境
界
線
の
作
用
を
も
つ
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

(
1
)
か
ら

(3)
ま
で
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
ウ
チ
側
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
と
言
え
る
が
、

13 

教
派
神
道
は
、



実
際
に
高
杯
型
の
教
派
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
教
会
一
つ
一
つ
に
日
を
や
れ
ば
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
仏

14 

教
的
な
要
素
を
も
っ
教
会
や
教
師
を
含
む
よ
う
な
も
の
や
、
近
世
以
来
続
く
民
間
の
呪
術
的
要
素
の
濃
い
よ
う
な
活
動
も
珍
し
く
な
か

(236) 

っ
た
。し

か
し
、
仏
教
宗
派
と
並
び
神
道
教
派
と
し
て
公
認
さ
れ
た
組
織
と
な
り
、
各
教
派
は
管
長
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
る
と
い
う
構
造
が

で
き
あ
が
る
と
、
教
派
神
道
の
組
織
は
、

つ
ね
に
こ
う
し
た
境
界
線
に
関
わ
る
複
数
の
力
学
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
呪
術

的
要
素
の
排
除
の
代
表
的
事
例
は
、
神
道
大
成
教
に
属
し
て
い
た
蓮
門
教
会
に
対
す
る
処
置
で
あ
る
。
蓮
門
教
の
教
祖
で
あ
っ
た
島
村

一
八
九

O
年
に
大
成
教
大
教
正
に
な
る
が
、
信
者
に
配
っ
て
い
た
「
御
神
水
」
に
ま
つ
わ
る
批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
当
時
の

(
日
)

新
聞
の
寓
朝
報
に
よ
っ
て
九
四
年
二
月
か
ら
九
四
回
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
は
直
ち
に
及
び
、
九
四
年
四
月
に
は
み
つ
は

み
つ
は
、

大
教
正
を
剥
奪
さ
れ
教
長
を
解
任
さ
れ
た
。
御
神
水
は
当
時
流
行
し
て
い
た
コ
レ
ラ
封
じ
と
し
て
多
く
の
信
奉
者
を
集
め
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
文
明
開
化
の
境
界
棋
の
ソ
ト
に
あ
る
行
為
で
あ
っ
た
。
批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が
文
学
者
の
尾

崎
紅
葉
の
小
説
『
紅
白
毒
鰻
頭
』

で
あ
り
、
こ
れ
は
蓮
門
教
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
た
。
批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
集
中
的
に
行
っ
た
寓
朝

報
の
先
陣
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
小
説
家
で
あ
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
黒
岩
涙
香
で
あ
っ
た
。
当
時
の
知
識
階
級
か
ら
す
る

「
邪
教
批
判
」
の
構
図
と
し
て
理
解
で
き
る
。

高
杯
型
の
神
道
教
派
は
明
治
期
に
新
し
く
形
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
新
し
い
原
理
に
基
づ
く
複
数
の
力
が
作
用
し
あ
う

境
界
線
で
括
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
複
数
の
原
理
の
相
互
作
用
に
お
い
て
は
、
抵
抗
の
少
な
さ
、
あ
る
い
は
識
別
し
や
す
さ
な
ど
が

自
然
に
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

脳
認
知
系
の
研
究
の
参
照

(
口
)

次
に
「
脳
認
知
系
の
研
究
」
と
仮
に
総
称
し
て
お
く
新
し
い
研
究
視
点
を
参
照
し
つ
つ
、
高
杯
型
の
組
織
が
も
っ
境
界
線
に
関
わ
る

複
数
の
認
知
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
と
く
に
二
重
相
続
理
論

(
D
I
T
、
ロ
ロ
山
ニ
ロ

Z
E
B
2
1
p
gミ
)
、
二
重
過
程
理
論

(ug--4
。円
2
2
v
gミ
)
と
い
っ
た
人
文
系
の
分
野
で
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
議
論
を
主
に
参
照
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
宗
教

現
象
を
従
来
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
扱
っ
て
い
る
が
、
個
々
の
宗
教
現
象
を
分
析
対
象
に
し
た
研
究
例
は
、

日
本
で
は
ま
だ
ほ
と
ん

ど
な
い
。
し
か
し
、
人
間
の
思
考
や
行
動
、
社
会
現
象
や
文
化
現
象
と
い
っ
た
も
の
を
、
遺
伝
子
の
働
き
や
ミ

I
ム
の
よ
う
な
文
化
的

に
コ
ピ
ー
さ
れ
て
き
た
何
か
の
働
き
と
し
て
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
は
、
宗
教
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
な
視
点
に
な
っ
て
い
く

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

と
考
え
ら
れ
る
。

脳
認
知
系
の
研
究
は
、
進
化
生
物
学
、
進
化
心
理
学
、
脳
(
神
経
)
科
学
、
認
知
哲
学
な
ど
幅
広
い
分
野
で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
宗
教
史
研
究
の
側
か
ら
の
視
点
を
も
っ
と
広
く
議
論
に
取
り
込
む
と
、
宗
教
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
研
究

で
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
議
論
か
ら
は
、
と
く
に
な
ぜ
あ
る
も
の
を
守
り
、
あ
る

も
の
を
排
除
し
て
い
く
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
性
格
の
境
界
線
が
引
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
宗
教
組
織
に
と
っ
て
の
重
要
な

課
題
へ
の
新
し
い
分
析
視
点
を
見
出
せ
る
と
考
え
る
。

二
重
相
続
理
論
は
進
化
生
物
学
な
ど
の
分
野
で
一
九
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
か
け
て
提
唱
さ
れ
、
と
く
に
一
九
八
五
年
に
刊
行

(
問
)

『
文
化
と
進
化
的
プ
ロ
セ
ス
』
に
よ
っ
て
広
く
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

(237) 

さ
れ
た
ロ
パ
!
ト
・
ボ
イ
ド
と
ピ

l
タ
1
・
リ
チ
ャ

l
ソ
ン
の

っ
た
。
人
間
の
思
考
や
行
動
の
傾
向
を
遺
伝
的
要
因
と
社
会
文
化
的
要
因
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

15 



る
。
遺
伝
が
決
定
す
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
文
化
的
・
社
会
的
に
決
定
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
両
者
は
個
人
が
置
か
れ
た
そ
れ
ぞ
れ

16 

異
な
っ
た
環
境
に
お
い
て
ど
う
発
現
す
る
か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
ま
た
遺
伝
的
要
因
と
文
化
的
要
菌
は
相
互
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
的

(238) 

な
ル

i
プ
を
形
成
す
る
と
考
え
る
。

『
心
は
遺
伝
子
の
論
理
で
決

二
重
過
程
理
論
は
キ
!
ス

-
E
・
ス
タ
ノ
ヴ
イ
ツ
チ
の
も
の
が
代
表
的
で
あ
る
。
ス
タ
ノ
ヴ
イ
ツ
チ
は

(
ぬ
)

ま
る
の
か
』
と
い
う
警
の
中
で
、
人
間
の
認
知
は
こ
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
は

T

A
s
s
q
r
〉三
C
ロ
o
g
cロ印

ω
2
0
3ヨ
ぢ
目
的
)
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
と
分
析
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
人
間
の
認
知
に
二
種
類
を
設
け

る
発
想
は
彼
独
自
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
類
似
の
も
の
も
同
書
で
紹
介
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

1
と
シ
ス
テ
ム

2
、
自
動
処
理
と

意
識
的
処
理
、

ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
処
理
と
分
析
的
処
理
、
直
観
と
推
論
、

ホ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と
ク

l
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
あ
る
。

呼
称
は
異
な
る
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
発
想
に
基
づ
い
た
区
分
で
あ
る
。
冷
静
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
な
く
無
意
識
的
に
直
ち
に
な
さ
れ
る

認
知
処
理
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
考
慮
し
た
上
で
な
さ
れ
る
認
知
処
理
と
を
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
。

人
間
の
思
考
や
行
動
が
遺
伝
的
要
因
と
文
化
的
・
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
と
す
る
考
え
自
体
は
新
し
い
も
の
で
は
な

ぃ
。
し
か
し
脳
認
知
系
の
研
究
に
お
い
て
は
、
広
い
意
味
で
の
進
化
論
的
枠
組
み
が
大
前
提
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

的
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
生
物
現
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
現
象
、
文
化
現
象
に
も
広
く
適
用
し
て
い
く
ユ
ニ
ヴ
ァ

l
サ
ル
・

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
て
の
議
論
は
宗
教
研
究
に
も
及
ん
で
き
て
い
る
。
宗
教
史
の
分
析
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
議
論

を
参
照
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
観
念
や
宗
教
行
動
の
歴
史
的
な
展
開
を
分
析
し
て
い
く
に
際
し
て
、
環
境
に
よ
る
淘
汰
、
環
境
へ

の
適
応
と
い
っ
た
視
点
を
も
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
自
然
環
境
、
社
会
環
境
、
そ
し
て
文
化
環
境
か
ら

そ
の
時
代
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
宗
教
現
象
を
理
解
し
て
い
く
に
と
ど
ま
ら
ず
、
数
万
年
、
事
柄
に
よ
っ
て
は
百
万
年
以
上
の
時
間
を

か
け
て
ヒ
ト
の
遺
伝
子
に
よ
っ
て
脳
内
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た
内
的
環
境
に
も
着
目
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で

の
規
点
を
背
後
に
置
い
て
い
る
。

そ
こ
で
は
宗
教
の
目
的
は
平
和
の
実
現
で
あ
る
と
か
、
人
間
の
善
を
育
む
も
の
で
あ
る
と
か
と
い
う
規
範
的
価
値
観
は
ひ
と
ま
ず
斥

け
ら
れ
る
。
多
様
な
宗
教
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
遺
伝
的
、
文
化
的
認
知
が
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
関
心
を
向
け
る
。
多
く

の
人
が
良
い
宗
教
だ
と
認
め
る
宗
教
だ
か
ら
歴
史
的
に
続
い
た
と
い
う
よ
う
な
前
提
に
立
た
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
道
徳
的
に
好
ま
し
く
な

い
と
さ
れ
る
考
え
を
説
く
集
団
や
、
多
く
の
人
が
悪
と
み
な
す
よ
う
な
行
動
を
勧
め
る
組
織
が
な
ぜ
絶
え
る
こ
と
が
な
い
の
か
と
い
う

よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
新
し
い
議
論
の
道
筋
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

本
稿
に
即
し
て
き
ヲ
ん
ば
、
高
杯
型
の
教
派
と
い
う
近
代
に
生
ま
れ
た
宗
教
の
組
織
形
態
が
生
ま
れ
た
理
由
と
そ
の
過
程
を
、
明
治
期

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

の
宗
教
行
政
、
社
会
清
勢
の
も
た
ら
し
た
産
物
、
あ
る
い
は
日
本
宗
教
史
の
流
れ
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
み
る
だ
け
で
は
な
く
、

人
聞
社
会
、
人
間
文
化
、
人
間
心
理
一
般
の
動
態
に
関
す
る
ユ
ニ
ヴ
ァ

l
サ
ル
・
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
的
な
立
場
か
ら
の
理
解
も
加
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
あ
る
時
代
あ
る
地
域
に
お
け
る
宗
教
形
態
の
分
析
が
、
本
質
論
的
議

論
に
な
る
こ
と
を
避
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
へ
の
適
応
の
結
果
生
じ
た
独
特
の
も
の
と
捉
え
て
い
く
点
で
あ
る
。
ミ
ク
ロ
な
視
点
で
も

マ
ク
ロ
な
視
点
で
も
こ
れ
は
同
じ
で
あ
る
。

D
I
T
や
二
重
過
程
理
論
に
依
拠
す
る
と
、
た
と
え
ば
日
本
の
宗
教
に
は
中
核
的
な
も
の
が
一
貫
し
て
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
前
提
と
は
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
祖
先
崇
拝
と
み
な
せ
る
現
象
な
ど
は
、

日
本
の
宗
教
史
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
に

(239) 

取
り
だ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
常
に
観
察
さ
れ
る
と
い
う
事
実
と
、
そ
れ
が
中
核
に
位
置
す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
と
は

い
つ
の
時
代
に
も
ど
の
社
会
に
も
観
察
さ
れ
る
よ
う
な
宗
教
現
象
は
少
な
く
な
い
。
祈
り
や
現
世
利
益
は
そ
の
代
表
例
で
あ

17 
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。



る
。
移
り
変
わ
り
は
あ
っ
て
も
、
そ
う
し
た
要
素
は
い
つ
も
見
出
さ
れ
る
と
い
う
の
と
、
あ
る
要
素
が
中
核
を
な
す
と
い
う
の
で
は
、

(
初
)

宗
教
史
の
展
開
を
理
解
し
て
い
く
と
き
の
フ
レ
ー
ム
が
異
な
る
。

18 (240) 

伝
統
的
と
一
般
に
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
実
は
近
代
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
指
摘
は
、
ホ
ブ
ズ
、
ボ
ウ
ム
の
研

(
幻
)

究
以
来
、
多
く
の
研
究
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
二
重
過
程
理
論
の
発
想
で
は
事
態
は
も
っ
と
複
雑
に
な
る
。
日
本

の
宗
教
史
を
見
て
も
、
古
く
か
ら
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
儀
礼
や
観
念
が
明
治
以
降
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
せ

い
ぜ
い
江
戸
時
代
で
あ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
は
少
な
く
な
い
。

一
、
二
例
を
挙
げ
よ
う
。
仏
教
が
も
た
ら
し
た
火
葬
は
あ
ま
り
根
付
か

ず
、
長
く
土
葬
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
以
降
、
衛
生
上
の
問
題
も
あ
り
急
速
に
火
葬
が
増
加
し
、
現
在
で
は
伝
統
的
な
葬
法

の
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
て
い
る
。
神
社
本
庁
は
そ
の
機
関
紙
で
あ
る

『
神
社
新
報
』
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
夫
婦
別
姓
に
反
対
の
立

場
で
あ
る
が
、
夫
婦
別
姓
は
東
ア
ジ
ア
で
は
一
般
的
で
、

日
本
が
夫
婦
同
姓
を
義
務
づ
け
た
の
は
明
治
期
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
神
社
本
庁
が
夫
婦
の
姓
に
関
し
て
は
明
治
期
に
生
ま
れ
た
新
し
い
制
度
に
親
近
感
を
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
さ
に

創
ら
れ
た
伝
統
を
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
統
と
し
て
享
受
し
て
い
る
。

現
代
日
本
の
宗
教
に
お
い
て
多
く
の
人
が
親
し
ん
で
い
る
よ
う
な
儀
礼
や
実
践
も
、
宗
教
史
を
丹
念
に
た
ど
れ
ば
、
そ
の
展
開
過
程

は
多
様
で
あ
る
。
長
く
広
く
継
承
さ
れ
て
き
た
場
合
、
比
較
的
最
近
創
ら
れ
た
場
合
、
再
発
見
さ
れ
て
広
が
っ
た
場
合
、
さ
ら
に
断
続

的
に
発
現
す
る
場
合
な
ど
も
あ
る
。
最
後
の
場
合
は
ブ

l
ム
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
二
重
過
程
理
論
に
依
拠
す
れ
ば
、
こ

う
し
た
こ
と
も
別
に
一
貫
性
の
な
さ
と
い
う
よ
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
と
き
ど
き
の
社
会
的
環
境
に
対
応
し
て
生
じ
た
認
知
の
柑
互

作
用
で
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

遺
伝
的
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
文
化
的
に
継
承
さ
れ
た
も
の
と
の
開
に
は
相
互
作
用
が
あ
る
が
、
遺
伝
的
な
継
承
に
は

D
N
A
が

関
与
す
る
。
文
化
次
元
で
の
継
承
に
は
、
多
様
な
情
報
媒
体
が
関
与
す
る
。
文
書
で
も
口
頭
伝
承
で
も
、

モ
ノ
で
も
情
報
媒
体
と
な
り

う
る
。
そ
れ
ゆ
え
遺
伝
子
と
は
異
な
っ
た
多
様
な
コ
ピ
!
の
ル

i
ト
が
存
在
す
る
。
文
書
で
あ
れ
ば
長
い
時
間
を
は
さ
ん
で
の
継
承
が

可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
あ
る
人
物
の
思
想
が
、
時
を
経
て
そ
の
著
作
を
読
ん
だ
人
た
ち
に
よ
っ

て
新
た
に
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
現
象
な
ど
を
考
え
れ
ば
い
い
。
言
葉
で
発
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
の
人
に
影
響

を
与
え
れ
ば
、

一
対
多
の
継
承
が
な
さ
れ
る
。
遺
伝
的
な
継
承
と
文
化
的
な
継
承
が
絡
む
ゆ
え
、

い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な

現
象
が
生
じ
る
か
に
関
し
て
は
予
測
が
難
し
く
、
同
じ
時
代
に
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
に
な
る
。

五

二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
関
与

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

意
識
さ
れ
な
い
プ
ロ
セ
ス

中
口
同
杯
型
の
組
織
形
態
に
着
目
す
る
大
き
な
理
由
は
、
こ
れ
が
急
ご
し
ら
え
の
組
織
原
理
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
近
代
日
本
で
一
定

の
位
置
を
占
め
、
ま
た
そ
う
し
た
も
の
が
法
的
に
は
必
要
な
く
な
っ
た
第
二
次
大
戦
以
降
に
も
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
戦
後
の
神
社
本
庁
と
個
々
の
神
社
と
の
関
係
に
も
高
杯
型
に
近
い
面
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
、
教
派
神
道
の
組
織
原
理
だ
け
に
と

(
辺
)

ど
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
高
杯
型
の
教
派
は
な
ぜ
短
期
間
で
数
派
が
形
成
さ
れ
、
か
つ
一
定
期
間
そ
れ
な
り
の
安
定
性
を
も
っ
て

存
続
で
き
た
の
か
。

D
I
T
の
発
想
や
二
重
過
程
理
論
を
援
用
し
、
遺
伝
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
と
、
文
化
的
に
継
承
さ
れ
て
き

た
も
の
の
相
互
作
用
は
ど
の
よ
う
に
生
じ
て
い
た
か
を
見
て
い
く
。

(241) 

高
杯
型
の
教
派
の
境
界
線
に
関
し
て
、
遺
伝
的
に
継
承
さ
れ
た
も
の
の
関
与
に
つ
い
て
、
生
物
学
的
な
次
元
の
反
誌
と
し
て
着
目
し

た
い
の
は
、
仲
間
の
結
束
、
あ
る
い
は
敵
へ
の
対
処
の
際
に
生
じ
る
無
意
識
的
、
な
認
知
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
明
治
期
の
宗
教
史
に
お
い

19 



て
も
何
か
を
排
除
し
て
い
く
と
い
う
力
学
は
大
き
く
作
動
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
国
体
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
の
排
除
、
政
府
の
宗

20 

教
政
策
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
の
排
除
、
文
明
開
化
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
の
排
除
等
々
で
あ
る
。

(242) 

敵
と
遭
遇
し
た
と
き
の
基
本
反
応
と
し
て
、
戦
前
に
生
理
学
者
の
キ
ャ
ノ
ン
が
唱
え
た
「
闘
争
・
逃
走
反
応

(rzR白
百
Z
5
1

(
お
)

唱
。
ロ
お
こ
の
説
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
生
命
に
関
わ
る
の
で
瞬
時
に
な
さ
れ
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
瞬
時
に
そ
の
対
応

が
入
れ
替
わ
る
。
闘
争
が
逃
走
へ
、
逃
走
が
闘
争
へ
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。
こ
の
基
本
的
な
反
応
は
生
物
一
般
に
備
わ
っ
て
い
る
と

さ
れ
る
か
ら
、
当
然
人
間
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
宗
教
に
関
わ
る
事
象
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

人
間
集
団
の
敵
に
対
す
る
行
動
特
性
は
、

ヒ
ト
の
祖
先
が
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
で
せ
い
ぜ
い
一
五

O
人
程
度
の
規
模
で
狩
猟
生
活

を
し
て
い
た
と
き
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。
進
化
的
適
応
環
境

(
E
E
A
)
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
に
基
づ
け
ば
、
人
間
の
食
の
好
み
の
遺
伝
的
傾
向
な
ど
も
厳
し
い
環
境
の
も
と
に
あ
っ
た
時
代
に
百
万
年
以
上
か
け
て
遺
伝

(
お
)

的
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
説
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
説
の
妥
当
性
に
は
疑
義
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
仲
間
以
外
に
対

す
る
反
応
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
も
、
厳
し
い
生
存
環
境
の
中
で
長
い
年
月
を
か
け
て
遺
伝
子
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
は
検
討
に
値
す
る
。

近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
仲
間
を
構
成
す
る
も
の
は
、
政
治
的
組
織
で
あ
っ
た
り
、
宗
教
組
織
で
あ
っ
た
り
、
企
業
で
あ
っ
た
り
と

多
様
で
あ
り
、
身
近
に
行
動
を
共
に
す
る
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
顔
見
知
り
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
で
な
い
人
の
方
が
圧
倒
的

に
多
い
。

い
わ
ば
バ
ー
チ
ャ
ル
な
仲
間
が
形
成
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
さ
ら
に
政
治
的
組
織
な
ら
「
昨
日
の
敵
は
今
日
の
友
」
と

な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
不
安
定
で
浮
動
す
る
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
い
っ
た
ん
仲
間
と
認
知
す
る
と
、
そ
こ
で
仲
間
で
な
い
人

た
ち
と
の
詞
に
見
え
な
い
境
界
鵡
が
形
成
さ
れ
る
。
遺
伝
子
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
認
知
様
式
が
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
仲
間
に
関
し
て
格

別
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
作
動
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ
チ
と
ソ
ト
を
瞬
時
に
認
知
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
組
織
の
存
続
に
と
っ
て

の
必
須
課
題
と
な
る
。
人
間
集
団
を
ウ
チ
と
ソ
ト
に
分
け
、

ウ
チ
の
結
束
を
固
め
外
敵
に
当
た
る
と
い
う
組
織
の
作
り
方
は
、

ヒ
ト
の

脳
内
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
重
過
程
理
論
を
援
用
す
る
と
、
明
治
期
に
お
け
る
高
杯
型
の
教
派
の
境
界
線
の
形
成
に
際
し
で
も
、
こ
の
遺
伝
的
に
組
み
込
ま
れ

た
認
知
の
働
き
は
、

T
A
S
S
的
な
も
の
と
し
て
作
動
し
た
と
み
な
す
こ
と
に
な
る
。
境
界
線
を
設
け
る
こ
と
自
体
が
自
動
的
に
な
さ

れ
た
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
み
な
し
て
も
い
い
。
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
識
化
さ
れ
た
認
知
と
し
て
教
派
の
指
導
者
た
ち
に
影

響
を
与
え
る
か
に
際
し
て
は
、
分
析
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
選
択
さ
れ
る
文
化
的
な
継
承
物
が
何
で
あ
る
か
が
関
わ
っ
て
く
る
。

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

一
般
に
宗
教
組
織
の
場
合
、
境
界
線
の
ウ
チ
側
に
い
る
人
同
士
は
信
仰
を
共
有
す
る
と
認
知
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
樹
木
型
の

教
派
で
は
、
基
本
的
に
そ
の
よ
う
な
認
知
が
信
者
の
多
く
に
支
配
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
高
杯
型
で
は
組
織
形
成
の
過
程

か
ら
推
測
し
て
、
そ
う
し
た
認
知
が
教
派
内
の
人
々
の
大
半
に
支
配
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
少
な
く
と
も

指
導
者
層
に
お
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
国
体
、
惟
神
、
文
明
開
化
な
ど
の
観
念
が
、
互
い
に
深
い
影
響
を
与
え
な
が
ら
境
界
線
の
形
成

に
関
与
し
た
と
み
な
せ
る
。
こ
の
い
ず
れ
も
仲
間
と
そ
れ
以
外
を
区
別
す
る
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
た
遺
伝
的
な
働
き
と
矛
盾
は
し
な
い
。

2 

意
識
さ
れ
う
る
プ
ロ
セ
ス

高
杯
型
の
教
派
の
境
界
線
形
成
に
捺
し
て
文
化
的
に
継
承
さ
れ
た
も
の
が
ど
う
関
与
し
た
か
は
複
雑
で
あ
り
、
各
教
派
に
よ
る
違
い

も
あ
る
。
主
な
手
掛
か
り
は
、
神
道
教
派
の
当
事
者
、
少
な
く
と
も
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
人
た
ち
の
認
知
に
何
が
影
響
し
た
か
で
あ

(243) 

る
。
共
通
し
て
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
先
に
示
し
た
三
点
で
あ
る
が
、
む
ろ
ん
こ
れ
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
で
あ
ろ

、つノ。
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一
八
七
三
年
八
月
に
教
部
省
は
大
教
院
の
教
会
大
意
を
認
め
た
が
、
こ
れ
は
講
社
等
の
活
動
の
原
則
に
な
っ
た
。
神
道
教
派
の
中
に

22 

は
講
社
か
ら
展
開
し
た
も
の
が
あ
る
か
ら
、
神
道
教
派
を
組
織
し
よ
う
と
し
て
い
た
人
々
に
も
影
響
を
与
え
た
方
針
で
あ
る
。
全
体
で

(244) 

十
条
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
第
一
条
で
三
条
の
大
旨
を
終
身
守
る
べ
き
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
一
一
一
条
の
教
則
に
は
「
敬
神
愛
国
」
、

「
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
道
守
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
愛
国
や
天
皇
崇
敬
は
当
然
の
こ
と
に
な
る
。
四
条
に
「
異
端
邪
説
ヲ
信
仰

ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
を
境
界
線
の
ソ
ト
に
置
い
て
い
る
。
八
条
に
は
父
兄
の
教
え
に
従
う
べ
き
こ
と

を
明
記
し
て
い
る
の
で
、
男
系
を
中
心
と
す
る
家
族
の
ま
と
ま
り
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
儒
教
倫
理
の
継
承
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
遺
伝
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
T
A
S
S
的
な
境
界
線
を
め
ぐ
る
認
知
に
と
っ
て
原
理
的
に
衝
突
し
そ
う
な
も

の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
相
互
に
強
化
す
る
方
向
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

宗
教
に
関
わ
り
の
深
い
文
化
的
認
知
の
あ
り
方
の
う
ち
、

T
A
S
S
的
な
も
の
と
衝
突
し
が
ち
な
例
を
挙
げ
る
と
、
こ
こ
で
の
話
が

分
か
り
ゃ
す
く
な
ろ
う
。
「
汝
の
敵
を
愛
せ
」
、
「
人
は
皆
平
等
で
あ
る
」
と
い
っ
た
観
念
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
殺
さ
れ
て
も
殺
す
な

と
い
う
教
え
や
、
民
族
と
か
国
籍
に
よ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
理
念
も
、

や
は
り
T
A
S
S
と
は
相
い
れ
な
い
環
境

が
多
々
生
じ
う
る
。
宗
教
史
を
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
化
的
認
知
も
広
く
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
体
系
だ
っ
た
宗
教
に
こ
う
し

た
認
知
の
あ
り
方
が
い
っ
た
ん
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
が
大
き
く
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

文
化
的
に
継
承
さ
れ
、
分
析
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
代
表
的
な
三
つ
の
認
知
フ
レ
ー
ム
が
互
い
に
排
除
し
合
わ

と
い
う
考
え
を
参
照
す
る
。
ミ

1
ム
概
念
は
リ
チ
ャ

i
ド
・
ド
l
キ
ン
ス
の

ス
タ
ノ
ヴ
イ
ツ
チ
も
用
い
て
い
た
ミ

l
ム
複
合
体

(
お
)

「
利
己
的
な
遺
伝
子
」
と
い
う
著
書
に
よ
っ
て
、
生
物
学

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
か
。
こ
れ
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、

だ
け
で
な
く
、
人
文
系
の
研
究
で
も
広
く
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
1
キ
ン
ス
の
ミ

i
ム
論
を
宗
教
現
象
の
理
解
に
応
用
す
る

研
究
も
出
て
き
て
い
る
が
、

ス
タ
ノ
ヴ
イ
ツ
チ
も
そ
う
で
あ
る
。

宗
教
現
象
に
ミ

l
ム
論
を
忠
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
宗
教
現
象
は
ミ

l
ム
複
合
体
で
あ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

つ
の

宗
教
に
は
複
数
の
ミ

l
ム
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
ま
た
ど
の
時
代
、
ど
の
地
域
に
も
宗
教
が
存
在
す
る
の
は
、

「
宗
教
ミ

l
ム
」
と
い
っ
た
特
別
な
ミ

1
ム
が
あ
る
か
ら
だ
と
は
考
え
な
い
。
宗
教
現
象
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
い
く
つ
か
の
ミ

l
ム
の

組
み
合
わ
せ
の
結
果
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
ド
l
キ
ン
ス
の
ミ

l
ム
論
は
、
生
物
学
の
枠
を
超
え
て
広
く
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
丈

化
的
に
継
承
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
自
体
が
生
き
残
り
の
手
段
を
持
つ
と
い
う
発
想
が
あ
る
。

ド
l
キ
ン
ス
は
ミ
l
ム
も
遺
伝
子
同
様
、
そ
れ
が
世
代
を
超
え
て
広
が
る
に
は
、
寿
命
、
多
産
性
、
複
製
の
正
確
さ
の
三
つ
が
関
わ

る
と
し
て
い
る
。
分
か
り
ゃ
す
く
す
る
た
め
、
こ
れ
を
宗
教
史
に
適
用
し
て
み
る
な
ら
、
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
ら
れ
る
。

口
承
だ
け

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

の
教
え
よ
り
、
文
書
化
さ
れ
た
教
え
の
方
が
寿
命
が
長
い
。
も
っ
ぱ
ら
家
族
内
で
の
教
化
に
と
ど
ま
る
宗
教
よ
り
も
、
大
衆
布
教
を
す

る
宗
教
は
多
産
性
に
お
い
て
優
れ
る
。
教
本
が
あ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整
っ
て
い
る
布
教
や
教
化
の
方
が
複
製
の
正
確
さ
に
優
れ
る
。

つ
ま
り
体
系
だ
っ
た
教
典
を
も
ち
、
そ
れ
が
布
教
・
教
化
に
際
し
で
も
用
い
ら
れ
、
宣
教
活
動
を
組
織
的
に
行
う
よ
う
な
宗
教
が
世
界

的
に
広
ま
り
ゃ
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
お
)

高
杯
型
の
教
派
は
日
本
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
広
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
宗
教
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
戦
後
社
会
で
は
信
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
こ
こ
で
の
意
識
的
な
認
知
フ
レ
ー
ム
が
多
く
の
信
者
に
共
有
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

(245) 

文
明
開
化
と
い
う
一
言
葉
は
明
治
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
は
特
有
の
表
現
で
あ
る
が
、
洗
練
さ
れ
た
文
明
形
態
へ
の
志
向
と
し
て
捉

え
な
お
す
と
、
日
本
に
文
化
的
に
古
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
認
知
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
み
な
せ
る
。
維
新
期
に
限
ら
ず
と
り
わ
け
知
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識
層
に
は
採
用
さ
れ
や
す
い
ミ

l
ム
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
教
派
の
リ
ー
ダ
ー
層
に
は
強
い
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
明

24 

開
化
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
し
て
呪
術
的
な
も
の
が
排
除
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
も
の
を
排
除
し
て
い
く
こ
と
は
国
体
や
惟
神
と
い
っ

(246) 

た
観
念
を
受
け
入
れ
る
認
知
の
あ
り
方
と
補
強
し
あ
っ
た
例
が
多
い
。

武
田
秀
章
は
、
明
治
神
祇
官
を
主
導
し
た
一
人
で
あ
る
国
学
者
門
脇
重
綾
の
著
作
『
職
道
慨
一
一
一
口
」
に
つ
い
て
、
門
脇
は
神
社
環
境
の

(
幻
)

浄
域
化
・
静
粛
化
に
つ
い
て
も
提
起
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
神
職
の
格
式
を
高
め
る
べ
き
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
た
と
い
う
。
武
田

lま

「
職
道
慨
一
言
』
が
作
成
さ
れ
た
の
は
丈
久
年
間
と
推
測
し
て
お
り
、
維
新
前
に
お
け
る
神
社
や
神
職
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
も

の
で
あ
る
の
で
、
神
社
と
教
派
が
分
か
れ
る
以
前
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
門
脇
の
果
た
し
た
役
割
か
ら
し
て
、
神
道
教
派

(
お
)

に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

管
長
制
度
に
よ
る
教
派
全
体
の
統
括
、
教
師
制
度
に
よ
る
教
派
内
の
統
合
も
境
界
線
の
維
持
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

(
お
)

高
杯
型
の
教
派
に
お
い
て
も
、
組
織
的
に
も
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
主
と
し
て
指
導
層
の
認
知
形
成
に
影
響
を
与

え
た
は
ず
で
あ
る
が
、
組
織
化
の
過
程
で
内
発
的
に
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
樹
木
型
の
教
派
に
も
管
長
制
度
や

教
師
制
度
は
同
様
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
束
を
固
め
る
上
で
必
要
で
あ
っ
て
も
、
境
界
線
の
維
持
の
た
め
に
自
発

的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
金
光
教
の
よ
う
に
管
長
制
度
が
む
し
ろ
そ
れ
が
結
束
に
問
題
を
も
た
ら
す
よ
う
な
事
件
が

(
初
)

起
こ
っ
た
例
さ
え
あ
る
。
し
か
し
高
杯
型
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
傘
下
に
あ
る
教
会
が
個
性
の
強
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
の
文
化

的
要
素
の
継
承
は
境
界
線
維
持
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
指
導
者
層
の
認
知
が

T
A
S
S
と
分
析
的
シ
ス
テ
ム
の
両

方
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
、
当
時
の
社
会
環
境
に
よ
り
適
応
す
る
も
の
を
罷
先
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

結
び
|
|
生
じ
て
く
る
課
題
|
|

本
論
は
、
宗
教
研
究
に
お
け
る
諸
理
論
と
具
体
的
な
宗
教
史
研
究
の
蓄
積
と
を
、
相
互
に
ど
う
関
連
付
け
て
い
く
か
と
い
う
大
き
な

課
題
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

D
I
T
、
二
重
過
程
理
論
、
ミ

l
ム
複
合
体
と
い
う
考
え
方
を
導
入
し
た
の
は
、
比
較
宗
教
学
的
な

立
場
の
理
論
に
広
ま
り
を
も
た
ら
し
う
る
試
み
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
と
捉
え
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
従
来
の
豊
富
な
宗
教
史
研
究
の

蓄
積
を
活
か
し
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ら
の
理
論
を
宗
教
研
究
に
適
用
す
る
際
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
よ
う
な
作
業
が
求
め
ら
れ
る
。

古
向
杯
型
の
教
派
に
形
成
さ
れ
て
い
る
境
界
線
は
、
遺
伝
的
に
継
承
さ
れ
た
認
知
と
文
化
的
に
継
承
さ
れ
た
認
知
の
協
働
に
よ
っ
て
い

る
と
み
な
せ
る
。
で
は
宗
教
史
研
究
で
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
を
、
こ
う
し
た
研
究
の
展
開
の
た
め
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
に
は
ど
う
し

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

た
ら
い
い
か
。
こ
こ
で
は
時
間
軸
に
関
わ
る
議
論
と
量
的
な
広
が
り
に
関
す
る
議
論
の
必
要
性
に
関
し
て
二
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

高
杯
型
の
教
派
が
有
し
て
い
た
境
界
線
は
、
少
な
く
と
も
一
定
期
間
そ
し
て
一
定
程
度
は
社
会
環
境
に
適
応
し
た
と
舌

し
社
会
的
環
境
は
比
較
的
短
期
間
で
変
化
す
る
。
遺
伝
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
ミ

i
ム
複
合
体
の
あ
り
ょ
う

は
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
す
る
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
変
化
は
理
論
的
に
は
予
測
で
き
な
い
が
、
実
際
の
宗
教
史
の
展
開
か
ら
、
変
わ
り

や
す
い
も
の
、
変
わ
り
に
く
い
も
の
、
長
く
持
続
し
や
す
い
も
の
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
か
な
ど
を
提
示

で
き
る
。

量
的
広
が
り
の
問
題
は
た
と
え
ば
個
々
の
ミ
I
ム
的
な
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
多
様
な
環
境
に
適
応
す
る
も
の
か
に
関
わ
る
。
明
治
期
に

(247) 

お
い
て
高
杯
型
の
教
派
は
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
。
新
し
い
環
境
に
適
応
し
よ
う
と
し
た
人
々
の
存
在
が
、
高
杯
型
の
教
派
の

展
開
を
下
支
え
し
て
い
た
と
言
え
る
が
、
戦
後
は
明
ら
か
に
規
模
が
縮
小
し
た
。
け
れ
ど
も
高
杯
型
の
組
織
の
形
成
に
関
与
し
て
い
た

25 



ミ
l
ム
複
合
体
の
個
々
の
ミ

I
ム
に
日
を
向
け
る
と
、
国
体
も
惟
神
、
文
明
開
化
も
、
別
の
組
織
で
広
が
り
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か

(
況
)

る
。
そ
れ
ら
が
近
現
代
の
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
か
、
こ
れ
は
宗
教
史
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
す
べ
き
こ

26 (248) 

と
で
あ
る
。

宗
教
現
象
を
遺
伝
子
に
組
み
込
ま
れ
た
認
知
フ
レ
ー
ム
と
文
化
的
に
継
承
さ
れ
た
認
知
フ
レ
ー
ム
の
相
互
作
用
か
ら
み
て
い
く
と
い

う
研
究
は
、
ま
だ
草
創
期
の
段
階
で
あ
る
。
宗
教
史
の
側
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
け
ば
、
宗
教
全
般
に
つ
い

て
の
理
論
的
分
析
と
個
々
の
宗
教
現
象
の
分
析
と
が
、
と
も
に
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。

主一(1)

神
宮
教
は
海
外
で
も
布
教
活
動
を
し
た
時
期
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
菅
浩
二
『
日
本
統
治
下
の
海
外
神
社
|
|
朝
鮮
神
宮
・
台
湾
神
社
と
祭

神
』
(
弘
文
堂
、
二

O
一
凶
年
)
の
「
第
七
章
日
清
戦
争
期
の
神
宮
教
と
海
外
神
社
」
を
参
照
。

(2)

天
理
教
は
教
派
神
道
連
合
会
を
離
脱
し
た
が
、
現
在
の
文
化
庁
編
ヱ
市
教
年
鑑
』
で
は
諸
教
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
神
道
実
行
教
に
属
し
て
い
た

教
会
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
善
隣
教
も
諸
教
に
含
ま
れ
て
い
る
。
神
道
系
の
教
団
に
は
「
新
教
派
系
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
あ
る
。

(3)

教
派
神
道
連
合
会
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
教
派
神
道
連
合
会
結
成
百
周
年
記
念
誌
い
の
り
と
つ
ど
い
』
(
教
派
神
道
連

合
会
、
一
九
九
六
年
)
を
参
照
。

(4)

井
上
順
孝
『
教
派
神
道
の
形
成
』
(
弘
文
堂
、
一
九
九
一
年
)
を
参
照
。

(5)

岡
田
芳
朗
『
明
治
改
暦
l
l
i
「
持
」
の
文
明
開
化
』
(
大
修
館
書
庖
、
一
九
九
四
年
)
に
は
、
改
暦
の
と
き
、
元
号
と
神
武
天
皇
即
位
紀
元
(
皇
紀
)

の
い
ず
れ
を
と
る
か
の
議
論
も
あ
っ
た
が
、
双
方
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
制
と
神
武
創
業
が
と
も
に
暦
法
と
い
う
時

間
を
測
る
尺
度
に
も
日
本
と
い
う
境
界
線
を
刻
印
す
る
も
の
と
し
て
作
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

(6)

荻
原
稔
「
井
上
正
銭
円
中
綾
教
の
成
立
と
展
開
』
(
思
想
の
科
学
社
、
二

O
一
八
年
)
は
、
こ
の
経
緯
を
詳
し
く
研
究
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
正
鍛
が
遠
島
の
処
分
を
受
け
て
し
ば
ら
く
は
布
教
を
慎
み
「
忍
修
行
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
が
、
妻
で
あ
る
男
也
の
活
動
が
門
中
の
分
裂

を
招
く
こ
と
を
憂
え
た
正
織
の
指
示
で
一
八
四
七
年
頃
か
ら
教
化
活
動
が
再
開
さ
れ
た
。

神道教派の境界線形成と二種類の認知プロセスの関与

(7)

中
山
郁
『
修
験
と
神
道
の
あ
い
だ
1
1
1
木
曽
御
巌
信
仰
の
近
世
・
近
代
』
(
弘
文
堂
、
二

O
O
七
年
)
の
一
五
七
|
一
六
二
頁
を
参
照
。

(8)

中
山
慶
一
「
数
派
神
道
の
発
生
過
程
』
(
森
山
番
庖
、
一
九
一
一
一
一
一
年
)
を
参
照
。

(9)

鶴
藤
幾
太
『
教
派
神
道
の
研
究
』
(
大
興
社
、
一
九
三
九
年
)
を
参
照
。

(ω)
荻
原
前
掲
童
日
参
照
。

(
日
)
拙
著
『
教
派
神
道
の
形
成
』
前
掲
の
第
七
章
「
平
山
省
斎
と
神
道
大
成
教
の
形
成
」
を
参
照
。

(
ロ
)
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
認
め
ら
れ
る
前
年
の
明
治
五
年
六
月
二
八
日
の
太
政
官
布
告
第
一
九
二
号
は
、
自
葬
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
葬
儀
は

神
官
僧
侶
に
依
頼
と
い
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
式
で
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
日
)
明
治
政
府
は
明
治
五
年
九
月
に
太
政
官
布
告
二
七
三
号
に
よ
り
、
「
修
験
宗
ノ
儀
自
今
被
廃
止
」
と
し
、
修
験
宗
の
寺
院
を
天
台
宗
あ
る
い
は
真
言

宗
に
所
属
さ
せ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
宮
家
準
「
近
現
代
の
山
缶
宗
教
と
修
験
道
|
|
神
仏
分
離
令
と
神
道
指
令
へ
の
対
応
を
中
心
に
」
(
『
明
治
聖
徳

記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
四
三
号
、
二

O
O
六
年
)
な
ど
を
参
照
。

(M)

教
育
制
度
の
整
備
と
宗
教
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
闘
皐
院
大
事
日
本
文
化
研
究
所
編
「
宗
教
と
教
育
1
1
1
日
本
の
宗
教
教
育
の
歴
史
と
現

状
』
(
弘
文
堂
、
一
九
九
七
年
)
の
第
一
部
の
議
論
を
参
照
。

(
日
)
金
光
教
に
お
け
る
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
論
文
と
し
て
、
藤
井
麻
央
「
明
治
中
期
の
宗
教
政
策
と
神
道
教
派
|
|
内
務
省
訓
令
第
九
ロ
サ
の
金
光
教
へ
の

作
用
」
(
『
図
的
学
院
雑
誌
」
一
一
五

l
七
、
二

O
一
四
年
)
を
参
照
。

(
凶
)
詳
細
は
武
田
道
生
「
『
万
朝
報
』
に
よ
る
蓮
門
教
攻
撃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
(
「
圏
内
学
院
大
事
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
六
一
二
、
一
九
八
九
年
)
を
参
照
。

(
げ
)
こ
こ
で
脳
認
知
系
の
研
究
と
総
称
し
て
い
る
の
は
、
認
知
心
理
学
、
認
知
哲
学
、
脳
(
神
経
)
科
学
、
進
化
心
理
学
、
進
化
生
物
学
な
ど
で
あ
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
を
大
前
提
と
し
つ
つ
、
基
本
に
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
置
く
よ
う
な
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
を
宗
教
研
究
に
参
照
し

て
い
く
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
宗
教
研
究
は
脳
科
学
・
認
知
科
学
の
展
開
に
ど
う
向
か
い
あ
う
か
」
(
『
宗
教
哲
学
研
究
』
第
三
五
号
、
宗
教
哲
学

会
、
二

O
一
八
年
)
を
参
照
。

(
同
日
)
問
。

σ巾
立
国

CM1仏
包
丘

pugH6
』
同
呂
町
巾
円
由
。

p
n
N之
町
民
国
、
町
日

MNAHF同
町
せ
也
九
忠
良

qHNRNミ

HUさ
円

hhhpd巳
〈
町
町
田
芹
可
。
円
わ
巨
門

mwm刷
。
可
門
町
田

P

E
∞印・

(
四
)
同
町
一
任
問
・

2
E
C〈一円
F
-
M
J
b
h
h
q
Fミ
ぱ

h
h
Fミ
ロ
ミ
・
~
サ
ミ

hN3h
ミ

E
W
N
S
h
S
H
F
h
与
実
ミ
b
G
1
5戸
口
ロ
2
2弘
司
え
の
区
門
出
向
。
]μ

門
町
田
印
司
自
主
・

邦
訳
は
キ

1
ス

E
・
ス
タ
ノ
ヴ
イ
ツ
チ
(
椋
田
直
子
訳
・
鈴
木
宏
昭
解
説
)
『
心
は
遺
伝
子
の
論
理
で
決
ま
る
の
か
|
|
二
重
過
程
モ
デ
ル
で
み
る

ヒ
ト
の
合
理
性
』
み
す
ず
書
房
、
二

O
O
八
年
。

(
却
)
倒
的
学
院
大
準
日
本
文
化
研
究
所
編
『
〈
日
本
文
化
〉
は
ど
こ
に
あ
る
か
』
(
春
秋
社
、
二

O
一
六
年
)
を
参
照
。

(
れ
)
何
ユ
門
司
cσ
印

σ白老
g
h
V
1「
2
2
2
H
N
m
g
m
R
E印
S
M
J
b
h
Eせ
S
H
N
S
A
¥
同ユミ
hHNHSP
の
出
自
可
E
m
m
d
E〈
巾
叶
留
守
中

2
P
E
∞ω
を
参
照
。
同
室
百
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の
邦
訳
は
エ
リ
ッ
ク
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
他
編
(
前
川
啓
治
他
訳
)
『
創
ら
れ
た
伝
統
』
紀
伊
悶
屋
書
庖
、
一
九
九
二
年
。

(
詑
)
各
神
社
と
神
社
本
庁
と
の
関
係
は
仏
教
宗
派
に
お
け
る
本
山
と
各
寺
院
と
の
関
係
と
は
異
な
る
原
理
で
あ
る
。
神
社
本
庁
は
戦
後
で
き
た
が
、
古
い

歴
史
を
も
っ
神
社
も
包
括
さ
れ
て
い
る
。
祭
式
は
標
準
的
な
も
の
が
あ
る
が
、
神
社
独
自
の
も
の
も
あ
る
。
特
殊
神
事
と
呼
ば
れ
る
そ
の
神
社
独
自
の

神
事
も
あ
る
。
そ
の
面
で
は
ゆ
る
や
か
な
連
合
体
の
よ
う
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
神
社
本
庁
か
ら
は
、
由
主
釜
山
崇
敬
、
神
社
の
尊
厳
性
、
日
本
人
と
し
て

あ
る
べ
き
姿
と
い
う
よ
う
な
事
柄
に
関
す
る
方
針
が
各
神
社
庁
、
あ
る
い
は
神
社
新
報
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
神
社
本
庁
と
し
て
守
る
べ
き
境
界
線

が
絶
え
ず
一
不
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
キ
ヤ
ノ
ン
(
羽
山
一
昨
開
門
∞
自
民
C
H

件。g
g
ロ
)
は
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
理
論
の
提
唱
で
も
知
ら
れ
る
が
、
一
九
一
五
年
に
「
出
ぬ
宮
自
己
目

m
Z」
(
闘

争
・
逃
走
)
と
い
う
語
を
造
っ
た
。
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
結
び
つ
い
た
自
動
的
に
働
く
神
経
組
織
に
着
目
し
た
も
の
だ
が
、
一
九
二
九
年
刊
行
の
旬
。
h
h
h
v

hPRH誌
h
S
3
h
u
b
p
hミ
N
h
h
司
、
司
由
民
可
g
h
b
む
h
h
与
お
込
町
内
ロ
ミ
ミ
ミ
h
h
h
n
ミ
同
h
h
h
Q
1
円
b
h
h
S
H巴

H
F
町
、
ミ
柏
町
民
g
q
¥
同
司
悼
む
た
喜
丘
町
H
む
な
さ
雪
作

z何者
J

円
。
長
一
〉
℃
℃
-
2
0ロ
1(UmERM1』
(
い
さ
向
付
印
と
い
う
書
に
よ
っ
て
、
彼
の
考
え
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(担
)
E
E
A
は
H
W

ヨ
ミ
o
ロ
日
巾
口
付
O
同
開
〈
O
一
三
円
。
口
出
片
山
刊
〉
仏
如
何
)
斤
巾
己
ロ
巾
印
印
の
イ
ニ
シ
ャ
リ
ズ
ム
で
あ
る
o
E
E
A
に
つ
い
て
は
ジ
ョ
ン
・
ボ

I
ル
ピ
イ

(』
C
U
ロ
ロ
ct〈F
M
1
)

、
ト
ゥ
ピ
!
と
コ
ス
ミ
デ
ス

G
c
vロ
吋
00σ
戸

FE-
向。2
5広
2
)
ら
の
議
論
が
日
本
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ス
テ
ィ
!
ヴ
ン
・

グ

I
ル
ド
に
よ
る
も
の
な
ど
、
い
く
つ
か
批
判
も
あ
る
。
ト
ゥ
ピ
ー
ら
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

H
-

吋。。
σ可
自
己
円
の

g
B広
巾
少

A
Cロロ巾
U
E色
司
c
c中

E
5
5
0円
切
さ

-
5
0
5ミ
3
ヨ
g
g哲
三
ロ
ロ
・

ζ
・
切
口
印
印
唱
巾
b
z
Mユ
p
n
同
室
忌
己
主
己
¥
同
g
E
N
3
g
ミ
虫
、
円
F
q
r
h
H
関
与

0
5
p
喜
一
者
口
巾
可
・

8
0
?な
ど
を
参
照
。

(
お
)
初
日
円
宮
町
門
戸
口
出
者
片
山
口
∞
-
一
吋
b
n
め
h
S
.
h
b
c
s
h
唱
(
〕
同
問
。

E
d巳
〈
巾
門
的
芹
可
司
門
町
田
印
噂
昌
三
・
邦
訳
は
リ
チ
ャ

l
ド
・
ド
!
キ
ン
ス
(
日
高
敏
隆
他
訳
)
『
利

己
的
な
遺
伝
子
』
紀
伊
園
屋
書
底
、
一
九
九
一
年
。

(
お
)
高
杯
型
の
教
派
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
国
外
へ
の
布
教
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
神
理
教
な
ど
は
戦
前
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
活
動
し
、

現
地
に
教
師
も
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
論
「
教
祖
没
後
の
神
理
教
の
地
域
的
展
開
」
(
『
日
本
文
化
と
神
道
』
第
3
号
、
所
収
)

を
参
照
。
ま
た
戦
前
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
教
派
神
道
の
活
動
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、
権
東
祐
「
教
派
神
道
の
朝
鮮
布
教
か
ら
み
る
近
代
神
道
の

諸
相

i
!神
道
修
成
派
・
黒
住
教
・
神
宮
教
を
事
例
に
」
(
『
宗
教
研
究
』
三
九
一
、
二

O
一
八
年
)
が
あ
る
。

(
幻
)
武
田
秀
章
「
明
治
神
祇
官
政
策
の
一
前
提
l
|
|
門
脇
重
綾
設
相
道
慨
言
』
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
神
道
宗
教
』
第
一
九
九
・
二

O
O
号
、
神
道
宗
教
学

会
、
二

0
0
五
年
)
を
参
照
。

(
お
)
実
行
教
の
柴
田
花
守
は
文
明
開
化
に
そ
っ
た
方
針
を
明
確
に
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
三
ツ
松
誠
が
『
開
化
古
徴
」
の
解
題
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。

三
ツ
松
誠
編
『
花
守
と
介
次
郎
l
l
t明
治
を
担
っ
た
小
城
の
人
び
と
』
(
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
一

O
一
六
年
)
の
八
一

1
1
1
1
1
1

八
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神道教派の境界線形成と二穏類の認知プロセスの関与

二
真
を
参
照
。

(
却
)
教
派
の
教
師
養
成
と
皇
典
講
究
所
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
武
田
幸
出
は
一
八
九
五
年
に
成
立
し
た
各
教
派
の
教
師
検
定
条
規
に
注
目
し
て
い
る
。
当

時
の
黒
住
教
、
神
宮
教
、
大
社
教
、
神
道
綾
派
が
教
師
資
格
の
認
定
に
あ
た
っ
て
、
(
日
国
幣
社
の
神
職
と
し
て
の
経
歴
を
有
す
る
も
の
や
、
神
宮
皇
内
晶
子

館
本
科
卒
業
生
、
皇
典
講
究
所
学
階
証
を
有
す
る
も
の
な
ど
に
試
験
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
免
除
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
一
八
八
二

年
の
神
宮
教
導
職
分
離
が
祭
教
学
の
分
離
を
も
た
ら
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
派
と
祭
記
、
学
事
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
い

る
。
武
日
幸
也
『
近
代
の
神
宮
と
教
化
活
動
』
(
弘
文
堂
、
二

O
一
八
年
)
の
第
五
章
「
明
治
後
期
の
神
宮
泰
斎
会
と
白
玉
典
講
究
所
」
を
参
照
。

(
ぬ
)
こ
れ
は
金
光
教
内
に
お
い
て
「
昭
和
九
・
十
年
事
件
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
佐
藤
光
俊
「
管
長
罷
免
要
求
運
動
の
軌

跡
と
歴
代
内
局
の
立
場
|
|
昭
和
九
・
十
年
事
件
史
考
」
(
『
金
光
教
学
」
一
一
一
、
一
九
八
一
年
)
な
ど
を
参
照
。

(
但
)
国
体
は
戦
前
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
お
い
て
、
ま
さ
に
キ
ー
ワ
ー
ド
の
位
置
を
占
め
た
。
そ
れ
を
前
面
に
出
し
た
も
の
と
し
て
は
国
体
明
徴
運
動
が

地
(
裂
的
な
も
の
で
あ
る
。
「
か
ん
な
が
ら
」
は
神
社
神
道
に
お
い
て
も
重
要
な
観
念
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
惟
神
教
な
ど
、
ま
さ
に
そ
れ
を
教
団
名
に

含
め
た
例
が
あ
る
。
文
明
開
化
と
い
う
一
言
葉
は
福
淳
論
士
口
が
『
文
明
論
之
概
略
』
(
一
八
七
五
年
)
で
用
い
て
以
来
、
広
く
社
会
で
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
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Two Processes Which Were Concerned with 
Making Boundaries around Shinto Sects 

INOUE Nobutaka 

The formation of sectarian Shinto in the Meiii era was promoted primarily 

by religious policies of the Meiii government. However， the formation of 

each sect was realized based on various religious ideas and thoughts， ritu国

als， practices and organizing principles transmitted in J apan up to that 

pomt. 

1 have previously suggested that the forms of organization within sectar回

ian Shinto can be categorized into two models， namely， the takatsuki (“offer-

mg引 and")model， and the “tree" model. In this paper 1 place primary focus 

on the takatsuki model. In analyzing the boundaries between sects of this 

type， 1 introduce recent research in neuroscience and cognitive science to 

consider the effect of cognition transmitted genetically and culturally on 

the inner-outer division of the organization， focusing on the class of group 

leaders and core members. 

Influential cognitive frames relating to culturally transmitted elements 

include di妊erencesbetween Shinto or Buddhism， whether the teachings 

are original to Japan or not， iudgments as to whether the religion was 

viewed as suitable for a cultivated society or not， and others influenced by 

Japan's cultural inheritance. At the same time， 1 suggest that unconscious， 

genetically inherited cognitive processes also worked to fortify the unity of 

believers. While referring to the findings of research in neuroscience and 

cognitive science which have had influence on the humanities since the 

late twentieth century， 1 also analyze the dynamism of fusion and exclusion 

characterizing sect Shinto of the takatsuki model. 
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